
 

※令和５年度以降入学生用 

学校番号 3030 

令和５年度 （学）ＳＳ数学Ⅱ 

 

教科 ＳＳ理数 科目  ＳＳ数学Ⅱ 単位数 後期３単位 年次 １年次 

使用教科書 「数学Ⅰ」（数研出版）、「数学Ⅱ」（数研出版）「数学Ｃ」（数研出版） 

副教材等 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）、フォーカスゴールド数学Ⅰ＋Ａ（啓林館） 

サクシード数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版）、フォーカスゴールド数学Ⅱ（啓林館） 

サクシード数学Ｃ（数研出版）、フォーカスゴールド数学Ｂ＋Ｃ（啓林館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

（１）高校の数学について 

① 授授授授業の進度が速い業の進度が速い業の進度が速い業の進度が速い。中学校の時には学校の授業だけで完璧に理解できていた人でも，高校では

理解が浅い場合が多く，日々の家庭での学習習慣が重要性を増す。進度が速いのは，教科書の内容

をできるだけ早く終わらせ，３年生の早い段階から大学入試に向けた問題演習に取り組むためであ

る。 

② 結論に至る思考の過程を重視する結論に至る思考の過程を重視する結論に至る思考の過程を重視する結論に至る思考の過程を重視する。「求め方も書きなさい」と特に指示がなくても思考の過程

をしっかりと表現することが大切である。 

（２）家庭学習 

① 復習をする復習をする復習をする復習をする。復習をしないと理解が定着しない。授業中に理解できたとしても，それだけでは

「そのときだけの理解」に終わり，定着せず，定期考査等に対応できない。必ず授業のあったその

日のうちに理解しにくかった部分を中心に，教科書の問い，問題集の問題で反復学習をする。問題

集の問題はできるだけその週のうちにやっておく。苦手な分野や問題には問題集にチェックを入れ

ておき，定期的に繰り返し復習に取り組む。いかに早いうちに復習できるかが定期考査等への対応

力だけではなく，本当の意味での数学の学力の獲得への鍵となる。「予習→授業→復習」の学習ス

タイルの確立が大切ではあるが，このうち，特に復習に重点を置いて学習を進め，多くの時間をか復習に重点を置いて学習を進め，多くの時間をか復習に重点を置いて学習を進め，多くの時間をか復習に重点を置いて学習を進め，多くの時間をかけけけけ

てほしいてほしいてほしいてほしい。 

（３）授業の受け方 

① ノートを要領よくとるノートを要領よくとるノートを要領よくとるノートを要領よくとる。大切なのは，話をしっかりと聞き，考えながら内容を理解することである。

重要だと思ったことは，黒板に書かれていなくてもメモをして，家に帰ってから整理をする。これ

が充実した復習につながる。 

② 疑問点を放置しない疑問点を放置しない疑問点を放置しない疑問点を放置しない。わからない箇所を放置すると，次の項目も，その次の項目もわからなくな

る。負の連鎖には絶対に陥ってはならない。とにかく，友人や先生に早期に相談して解決する。ま

た，予習の段階で理解しにくかった部分は，必ず授業中に質問する。そのような部分はみんなが共

通して理解しにくい部分であることが多く，大切な部分であることが多い。 

③ 自分の理解を客観的にとらえる自分の理解を客観的にとらえる自分の理解を客観的にとらえる自分の理解を客観的にとらえる。自分がどこまで理解できているかを理解することが、学習には

とても大切である。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学について理解し，基礎的な知識の習得と技能の習熟を目標とする。また，事象を数学的に考察

し表現する能力を養い，それらを活用する態度を身につけることを目標とする。 
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３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数学における基本的な概

念，原理・法則などを体系

的に理解し，知識を身に付

けている。 

数学において，事象を数学

的に表現・処理する仕方や

推論の方法などの技能を身

に付けている。 

事象を数学的に考察し表現し

たり，思考の過程を振り返り

多面的・発展的に考えたりす

ることなどを通して，数学に

おける数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

数学の考え方に関心をもつと

ともに，数学のよさを認識し，

それらを事象の考察に積極的

に活用して数学的論拠に基づ

いて判断しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 校内名称「数学Ⅰ」 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期

中

間

考

査

ま

で 

複
素
数
と
方
程
式 

複素数 

解と係数の関係 

剰余の定理と因数定理 

高次方程式 

a:複素数を正しく理解している、高

次方程式の解を正確に求めること

ができる 

b:方程式を多面的に捉えることが

でき、論理的に考えることができ

る。 

c:複素数、高次方程式に関心をもつ

とともに、基礎となる因数定理を利

用して問題解決に活用しようとし

ている。 

考査 考査 課題 

レポート 

図
形
と
計
量 

 

正弦・余弦・正接 

三角比 

相互関係 

正弦定理 

余弦定理 

三角形の面積 

空間図形の計量 

 

 

 

 

 

a:三角比の計算が正しくでき、図形

的に正しく表現することができる、

基本的な考え方や法則を理解して

いる。 

b:三角比の考え方を多面的に捉え

ることができる。 

c: 三角比の考え方や計算に関心を

持つとともにその効果を認識し、そ

れらを問題の解決に活用しようと

している。 

考査 考査 課題 

レポート 
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後

期

期

末

考

査

ま

で 

三
角
関
数 

一般角と弧度法 

一般角と三角関数 

三角関数の相互関係 

三角関数のグラフ 

三角関数を含む方程式

不等式 

加法定理 

三角関数の合成 

 

 

a:計算が正しくでき、正しくグラフ

をかくことができる、弧度法や三角

関数の考え方や法則を理解してい

る 

b:三角関数の考え方を多面的に捉

えることができる。 

c:弧度法や三角関数に関心を持つ

ことができる。 

 

考査 考査  課題 

レポート 

 

校内名称「数学Ａ」 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期

中

間

考

査

ま

で 

図

形

と

方

程

式 

内分点・外分点 

直線の方程式 

平行・垂直 

円の方程式 

円と直線、２つの円 

軌跡 

不等式の表す領域 

 

 

 

a:図形と方程式・不等式を互いに

正しく表現することができる、図

形と方程式の性質を理解してい

る。 

b:方程式を図形的に捉え活用する

ことができる 

c:図形と方程式の関係に関心をも

ちそれらを問題解決に活用しよう

としている。 

考査 考査 課題 

レポート 

後

期

期

末

考

査

ま

で 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

ベクトル 

ベクトルの和・差・実数倍 

ベクトルの成分 

ベクトルの内積 

位置ベクトル 

ベクトルと図形 

ベクトル方程式 

a:座標を用いた表現やベクトルの

演算を利用して図形の性質を表現

できる。 

b:ベクトルを用いて，図形の性質

などを考察することができる。図

形の考察に座標やベクトルを用い

て処理することができる。 

c:ベクトルに関心を持ち，それを

平面図形の考察に活用しようとす

る。 

考査 考査 課題 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 

 


